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2T9　　 　 長 期低酸素環境下の 羊胎仔脳血流調

節機序に 関す る基礎 的検討

220　　　 子宮腔 内へ の 生食注入が山羊胎仔 に

与 え る影響
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〔目的 〕長期の 低酸素 環境下の 胎児脳血流調節機

序に 関して ，血管平滑筋細胞内Ga2 ＋，の 調節に直接

関与す る α 1 −Adrenergig 　recePt 。r （α i
’AR ）−

Inositel 　 1
，
4

， 5−Trisphosphate （IP3）−pathway
に 関 して検討す る こ と。 〔方法 〕妊娠羊 （30〜140

日， N − 25）を海抜 3820m の 高地で 飼育し，慢性

実験 モ デ ル を作成 し （H 群 ）， 海抜 300m で飼育し

た群 （C 群 ， N ・・　52 ）を コ ン ト ロ
ー

ル と して検討 し

た。 両群 の 胎仔脳 よ り前大脳動脈 （AGA ）， 中大脳

動脈 （MCA ）， 後大脳動脈（PCA ），ウィル ス 輪（WIL ），

脳底動脈（BA ）， 50〜70μm の 微小血 管 （MIGRO ），

総頸 動脈 （COM ）を顕微鏡下に摘出し ，
α rAR は

〔
3H

〕
−
prazocin を，

　 IP3は 〔3H 〕− inosi　tol （200

Sec・i／ml ， 3h ）で ラベ ル した の ちHPLG （water510 ）

に よ り測定した Q

〔成績 〕 1．α rAR 　density （Bmax ）は GOM で 最

も多 く（113± 21fm ・ 且／mg ， pr ・ tein ），　 次い で

MICRO （60 士 17）， MCA ， ACA ．PCA （42 ± 2 ）で

あ っ たが，WIL と BAの Bmax は＜ 10 と最も低値

で あ っ た 。

2．H 群 の Bmax は G群に比 べ て 有意に 低値であ っ た

（32 土 2vs 　42 ：ヒ 2 ，　p ＜0．05 ）0

3．IP3 の 反応は MGA ＞PCA ＞ACA （425 ％ ＞ 33　49e＞

271％）の 順で WIL ，BA （147 ％ ），　COM （108 ％）

の 反応は顕著で は なく， H 群で の 反応は C 群 に 比

べ て有意 に 低下 し て い た。

〔結論 〕長期の 低酸素環境下で の 胎仔脳 血管 の

α 1
−AR

， 工P3 の 反応に は ， 部位 ， 血 管径 に よ っ て

差がみ られ，生体防御作用 と して ， 巧妙な血流調

節機序が存在す る こ とが ， recept ・ r お よび secOnd

messenger レ ベ ル で 確認 された 。

目的 ： 胎児仮死の治療 に子宮腔内 へ の 人 工 羊水 の

注入が よ く用 い られ る 。 そ こ で 子宮腔内 へ の 生食

注入が胎児 に 与 え る影 響を調 べ る た め に妊娠山羊

を用い て実験を行 っ た。方法 ： 妊娠 日数 131± 2日

（term145 日）の ザ ーネ ン 種 山羊 5頭を用 い た。30

分 間の コ ン トロ
ール 期間の後，温生食 1500mlを30

分間で 子宮腔内に 注入 し，以後 L2 ，3時間後 に 母獣

と胎仔の動脈血を採取 して ，pH，　pO2 ，　pCO2 ，ヘ マ ト

ク リ ッ ト値（Hct）を測定 した 。 実験 中胎仔動脈圧

（FAP），心拍数（FHR），静脈圧 （FVP），羊水圧 （AFP），母

獣動脈圧（MAP）を測定 した。生食注入前後 の 胎仔

臓器血 流量 を カ ラ ー
マ イ ク ロ ス フ ェ アを用 い て 測

定 した 。 成績 ： 生食注入 前後で胎仔動脈血 pH，　p〔｝2，

pCO2に 有意 な変化 は な か っ た が ，Hct値は コ ン トロ

ール 値 30，7±2．7％か ら注 入後 1時間で 28．9±2．9％へ

と低下 し，2 時間後 に は 31．O±3．3％に戻 っ た。母獣

Hct値は変化 しなか っ た。　 AFPは 生食注入 中 ，徐々

に 増加 し，注 入終了後に 最大値10．9±2．lmmHgを示

した後 コ ン トロ
ール 値に戻 っ た 。FVPも同様に 注

入直後に 最大値を示 した後，低下 した。FAPは大 き

な変化を示 さな か っ た が，FHRは 注入直後 に
一

過性

に 177．0±2．　6bpmか ら169．9±18．　8bpmまで 低下 した

後，コ ン トロ ール 値 に戻 っ た 。 胎仔 の 臓器血流量

は 生食注入後，肝血流量 が最 も大 きな増加を示 し

た 。　 結論 ： 生食 1500mI注入後 に 観察され た胎仔

Hct 値 の 低下，　FVPの 上 昇か ら胎仔血流量 が増加 し

た と考 え られ た 。しか し，こ の 増加 は一
過 性の も

の で ，胎仔 の 状態 に は 大 き な 影響を与え るも の で

はなか っ た 。
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